
平成24年度　決算説明書／事務事業評価シート

１．概要

課　名 社会教育課

予算
款 項 目 決算書 目　　　名 事業名称

目
的

青少年が年齢に応じた発達ができる環境をつくるため、学校地域と連携して家庭教育や地域の教育
力の向上を図り、学校を支援する体制に努める。

対
象

市内青少年

10 5 1 308 頁 社会教育総務費 青少年健全育成事業

事
業
概
要

　○郷土の先輩特別授業・・・市内7校の中学生に将来について考えるきっかけを与えるため、市内出身者で各界で活躍されている先輩
　　（柳亭市場氏・高瀬拓士氏）2名を講師として招き特別授業を実施した。
　　　報償費　95.000円　　旅費　64.190円　　小計　159.190円
　○子ども文化・芸能大会事業・・・文化・郷土芸能の継承に取り組む子どもの発表の場として、8団体による大会を実施した。
　　　報償費　160.000円　　需用費　47.794円　　小計　207.794円
　○放課後子ども教室事業・・・県補助金を活用した事業で、緒方小学校を対象に放課後の安心・安全な活動場所（居場所）を設け、地
　　域の方々の参画を得て創作活動や地域学習を取り入れ心豊かな子どもの育成に努めた。
　　　報償費　666.000円　　旅費　2.000円　　需用費　218.258円　　役務費　17.880円　　小計　904.138円
　○成人式事業・・・新成人を地域全体で祝うため、新成人257名の出席で成人式を1月6日に実施した。
　　　報償費　402.460円　　旅費　52.400円　　需用費　46.998円　　委託料　30.000円　　小計　531.858円
　○青少年健全育成市民会議補助事業・・・「豊後大野市青少年健全育成市民会議」に補助金を交付して、平成24年度豊後大野市次
　　代を担う「豊後大野っ子」を育てる市民のつどいを11月3日に開催した。
　　　補助金　260.959円　　小計　260.959円
　○児童生徒農業体験活動事業・・・市内の小中学生を対象に会員の募集を図り、9名で子ども農楽校を組織し補助金を交付した。市の
　　基幹産業である農業（水稲、野菜、しいたけ作り等）の体験を年間を通して体験活動を実施した。
　　　補助金　452.109円　　小計　452.109円　　合計　2.507.168円

159 3経常 郷土の先輩特別授業 中学校7校で特別授業 報償費 360 159

評価臨／経 細事業名称 事業内容（主な経費等）
予算現額
（千円）

決算額
（千円）

財源内訳

国・県支出金 市債 その他 一般

3経常 子ども文化・芸能大会事業
8団体の出演による大
会

報償費 383 208 208

488 407 2臨時 放課後子ども教室事業
安心・安全な子どもの
居場所づくり

報償費 955 895

532 3経常 成人式事業 成人式の開催 報償費 751 532

経常
青少年健全育成市民会議
補助事業

つどい開催のため
補助金交付

負担金補助
及び交付金

336 261 261 2

臨時
児童生徒農業体験活動事
業

子ども農楽校へ補
助金交付

負担金補助
及び交付金

500 452 452 2

計 3,285 2,507 488 0 819 1,200

新規

291



２．指標設定

３．実績（上段・実績／下段・達成率）

４．課題と対応

５．事業費・・・Ｈ２２～Ｈ２４（決算額）、Ｈ２５（予算現額） ６．H２６年度予算の方向性

７．担当課による分析

８．内部評価委員会評価（委員会評価）

子ども郷土芸能大会 ｃ 成人式 ｄ
次代を担う「豊後大野っ
子」を育てる市民のつどい

数値 目標 1回7校／年 目標 1回／年

―

活
動
指
標

指標 a 郷土の先輩特別授業 ｂ

成
果
指
標

指標名 社会教育の推進 目
標
年
度

H27

指標の設定理由

総合計画／後期基本計画において、基本施策（1-3-3）の重点施策としているた
め数値

単位 Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４

社会教育の推進
－ －

目標 1件／年 目標 1回／年

成果指標名 単位 Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ 活動指標名

回 1 回 1 回

－ － －

－
a

郷土の先輩
特別授業 回

1

100.0

0 回 1 回

100.0 ％ 0.0 ％ 100.0 ％

％ 100.0 ％ 100.0 ％

b
子ども郷土
芸能大会 回

1 回

％

ｄ
次代を担う「豊後大
野っ子」を育てる市
民のつどい

回
1 回 1 回 1 回

1 件 1 件

青少年健全育成を推進するうえで家庭・地域の役割は大きく、これら
の教育力の向上に向けた施策の効果的な実施が求められている

100.0 ％ 100.0 ％ 100.0

課題
c 成人式 件

1 件

2,507 4,891
前年並

うち経常経費 1,294 971 1,160 3,676

％

社会教育と学校教育の連携を推進し、学校支援の事業を実施する

決 算 額 （千円）
Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ 方向性

2,878 2,083

対応（改善点等） 100 ％ 100.0 ％ 100.0

そ の 他 562 273 819 3,188

理由

県　　費 573 392 488 404

豊後大野市の未来を担う子ど
もたちに多様な事業提供のた
め

市　　債
財
源
内
訳

国　　費

事業費に係る人件費 16,862 9,417 8,974 9,546

一般財源 1,743 1,418 1,200 1,299

うち経常 1,294 971 793 938

 ③ 受益の
　　対象性

事業対象の確認 2
放課後子ども教室事業は緒方小学校に限
定されているため

 ④ 手段の
　  妥当性

活動指標の分析 2
豊後大野っ子のつどいの開催要項に検討
の余地がある

 ① 事業の
　  必要性

必要性の再確認 3
将来の明るい社会構築のため、次世代を
担う青少年健全育成事業が必要である

 ② 行政の
　　関与性

責任領域の精査 3
行政が責任を持った取り組みが必要なた
め

事業費に係る人役 3.85 2.19 2.09 2.19

着眼点 分析 分析根拠

継続 課題に対応するとともに経費の一層の削減に取り組むこと。

 ⑤ 事業の
　  有効性

成果指標の判断 3
予定通りの事業を実施し、一定の効果を
上げることができた

事業の方向性 評価内容

3

3

22

3
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1

2

3
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事業の
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受益の

対象性

分析グラフ
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